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様式第３号(第１２条関係) 

会 議 録 

 
会 議 の 名 称 　令和７年度　第３回社会教育委員会議

 

開 催 日 時

午後　７時００分から 

　令和８年２月１２日(木) 

午後　８時４５分まで

 開 催 場 所 　吉川市役所　３階３０４・３０５会議室

 

出席委員(者)氏名

田中裕史委員、川上裕子委員、石垣隆委員、 

石井亮英委員、入江千佳委員、強矢奈保子委員、 

米田清美委員、能登克已委員、鈴木博委員、 

髙田明充委員、富田泰行委員、松村勘由委員 

土屋真智子委員

 
欠席委員(者)氏名 　大河内伸浩委員、福田稔之委員

 

担当課職員職氏名

　生涯学習課　課長：油川誠　　主幹：山﨑功二　 

主査：川島和也　主事：尾花香穂 

　中央公民館　館長：鈴木洋

 

会議次第と会議の公

開又は非公開の別

≪会議次第≫ 

１　開会 

　２　あいさつ 

３　議事 

　　（１）令和８年度社会教育（生涯学習）事業計画について 

（２）令和７・８年度研究テーマについて 

　４　その他 

　５　閉会 

≪公開又は非公開の別≫ 

　公開

 非 公 開 の 理 由 

（会議を非公開にした場合）

　

 傍 聴 者 の 数 　０名

 
会 議 資 料 の 名 称

　次第 

令和７年度第３回社会教育委員会議資料

 

会議録の作成方法

　□録音機器を使用した全文記録 

　☑録音機器を使用した要点記録 

　□要点記録
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会議録確認指定者 　石垣隆委員、石井亮英委員

 
その他の必要事項 　

 審議内容(発言者、発言内容、審議経過、決定事項等)

  

 

 

 

 

 

 

 

髙田委員長 

事務局 

髙田委員長 

松村委員 

 

事務局 

 

松村委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

松村委員 

 

 

事務局 

松村委員 

 

１　開会 

 

２　あいさつ 

髙田委員長あいさつ 

 

３　議事 

（１）令和８年度社会教育（生涯学習）事業計画について 

・事務局より説明を求める。 

・資料に基づき説明。 

・質問、意見はあるか。 

・成人式について、中学校区毎の２部制で開催したという説明だったが、

私立や国立の中学校に進学した場合はどのような取り扱いとなるか。 

・市内の中学校に通っていなくても、お住まいの学校区でご参加いただく

ことが可能である。 

・能登半島地震で被災した経験から文化財保護について伺う。２度の震災

で、１度目は汚損した文化財や文書が全て廃棄されてしまった。その経

験があって、２度目の地震の時には、汚損されていても文化財を保存し

ていくことを行政が市民に訴えていた。吉川市では災害時の文化財保護

について、どのような対応を考えているか。また、災害対策本部に文化

財保護担当は参加するのか。 

・災害時には、被災した地域の外の自治体等と連携しながら支援体制を構

築していくことが検討されている。本市の災害対策本部では課ごとに役

割があり、まずは市全体の被災状況に応じた対応が求められる。文化財

担当としては、次の段階のなるべく早い時期に文化財の被災状況の確認

及び保護に最大限に努めていきたいと考えている。 

・実際に災害が起きた時に、そのような対応になることは理解した。災害

計画を検討する段階で、文化財保護の観点で議論したり、担当者が会議

に参加することはあるか。 

・文化財保護担当として具体的な意見等はしていない。 

・文化財の調査にも取り組んでいるとのことだが、貴重な資料があっても、
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事務局 

 

 

 

松村委員 

 

事務局 

 

 

富田委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

富田委員 

 

事務局 

 

髙田委員長 

 

 

 

松村委員 

事務局 

 

 

松村委員 

 

髙田委員長 

その認識がないまま廃棄されてしまうことを危惧している。市民への啓

発をしてもらえればと思う。 

・公民館事業について、おあしすで行なわれている事業との関連はあるか。 

・おあしすと同じ指定管理者である図書館とは連携した事業に取り組んで

いるが、おあしすと事業内容が重複しないように調整することはしてい

ない。同じ生涯学習施設施設であるため、今後は施設間の連携について

も検討しながら進めていければと思う。 

・おあしすの事業の詳細が資料に記載されていないが、おあしすの事業は

どのような位置づけか。 

・おあしすに関して、本会議の資料には概要のみの記載となっているが、

おあしすの運営について協議する別の会議体があり、その場で詳細を議

論している。  

・公民館の事業計画について、ほぼ前年同様という説明であった。例えば、

参加者の見込みと実際の参加者に乖離がある事業もあると思われるが、

次年度も継続と判断した理由があれば伺いたい。また、改善を図った事

業があれば伺いたい。 

・公民館の事業について、概ね定員以上の申し込みがあり、抽選等で参加

者を決めている状況である。そのため、どの事業も需要あるという認識

で、来年度も継続しようとするものである。書き初め教室に関しては、

特に定員は設けておらず、参加者も１０人程度であるが、アンケートで

は好意的な回答が多いため、需要があるものと捉えている。  

・どの事業も定員以上の応募があると伺ったが、定員を増やすような見直

しは検討したか。 

・講師が対応可能な日程の都合等、色々な要因はあるが、来年度は可能な

範囲で定員を拡大できるように検討していく。  

・市民文化祭と公民館フェスティバルについて、来場する方が概ね同じで、

参加する側として事業の区別がつかない。それぞれに特色を出したり、

新たな集客のためにキッチンカーを誘致する等、従来と違うアイデアを

企画・検討してみてはどうか。 

・２つの事業は実行委員会で企画・検討されているのではないか。 

・市民文化祭も公民館フェスティバルも主体は実行委員会であるが、市が

事務局であるため、実行委員の皆様とお話しさせていただき、色々なア

イデアをいただきながら考えていきたい。  

・市が主導する部分と市民参画との兼ね合いやバランスは大事になってく

ると思う。  

・公民館事業の書き初め教室はどのように募集しているか。 
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 事務局 

髙田委員長 

 

 

 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

田中委員 

 

 

 

 

髙田委員長 

事務局 

髙田委員長 

松村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙田委員長 

 

 

 

 

能登委員 

 

 

・広報等で募集し、中央公民館と美南地区公民館の２か所で開催している。 

・私が関係している「夏休み！子ども陶芸教室」では、去年からは電子申

請の受付を始めた。従前は電話による申込みで、定員２０名を超えた場

合はお断りしていたが、去年は電子申請で５０名から６０名程の申し込

みがあり、やり方を変えたことで見える数字が変わったということを実

感した。例えば、文化祭もオンラインで申し込みを受け付けることで違

った結果が見える可能性もあるのではないか。 

・私が教員をしていた頃は、学校の書き初め競書会がとても盛り上がって

いたが、現在は以前ほどの盛り上がりではないと耳にしたこともあるの

で、そうした状況も関係しているのかもしれない。 

・現在も一生懸命取り組んでいるが、全体の教育のバランスで、授業の中

で時間をたくさん取ることができない実情はある。この取り組みを知っ

ていれば、参加する児童もいるのではないか。 

 

（２）令和７・８年度研究テーマについて 

・事務局より説明を求める。 

・資料に基づき説明。 

・質問、意見はあるか。 

・市が行政として働きかけることと、市民が企画をして市民全体に広げて

いくことを上手く機能させていかないと、市が全てをやれば良いとなっ

てしまう。市が主導する場合でも、それを受けて市民が主体的に関わる

流れを作っていくことが必要だと思う。  

・手話の事例では、法令が作られ、当事者団体が地域社会に働きかけ、市

民が参加する中で、主体的に行政の課題に取り組む流れがあった。前回

の会議で意見として出た、合理的配慮のあり方や、インクルーシブな社

会教育の推進も、基本的には行政課題であると思うが、行政から働きか

けるのではなく、市民が主体的に働きかけていく取り組みも必要である

と考え、行政の役割と市民の役割を整理していくことが必要と感じた。  

・個人と社会がいかに良い関係を持てるかが大事だと思う。最近、ウェル

ビーイングという言葉をよく耳にするが、人と社会のつながり方は多様

で、初めから目的を持ったつながりではなく、人が集まって、色々な関

係ができる結果として現れるものであると思っているので、人が集まれ

る場をどう作るかということを考えていけると良い。 

・市民が主体的に進めていくことは良いことだと思うが、その芽が出てく

るまでが大変である。いま活動しているサークルやクラブ、公民館利用

団体等に働きかけて、自分達だけで活動するのではなく、市民にも場を
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髙田委員長 

 

 

強矢委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能登委員 

 

 

 

 

強矢委員 

 

 

提供してもらったり、あるいは市民から教わる場を作ったりという連携

を増やしていけると良い。既存の団体が基盤になって、できることを市

民に広げていけば良いのではないかと思う。何もないところから市民が

中心になることは難しい。今あるものを活用して広げていくことによっ

て、ウェルビーイングに近づけていけるのではないかと思う。 

・もう一つは、教育委員会と学校が連携して活動を広げていくことも大事

である。大人が子どもに教える機会は普遍的にあるので、子どもから教

わる場や、中学生が小学生に、高校生が中学生に、高校生が小学生に教

える場を、教育委員会と学校が連携しながら、教育課程ではなく社会教

育の中で作っていくというように、両面で場を設けることで、ウェルビ

ーイングに近づけていけるのではないかと思う。  

・文化連盟の文化芸術祭も、以前は加盟団体の会員向けにチケットを販売

していたが、最近では会員以外に声をかけるようにしており、会員以外

の来場者が少しずつ増えていると感じている。 

・子どもの意見を取り入れた事例で、私が所属する子育てネットワークの

活動を紹介する。「子育て支援を考える」という授業について、吉川中学

校から相談を受け、子育て世帯の方と中学生の座談会を行なった。そこ

で聞いた子育ての困り事について、中学生が考えた解決案と子育てネッ

トワークの事業を連携させたイベントを行う。中学生にも運営サポータ

ーとしてボランティアを募集している。中学生がどのように活動に関わ

っているか見に来てもらえたらと思う。  

・子育てネットワークでは、こういうことがあったら良いと思うことを、

実行委員を募って取り組んでいるが、社会教育委員会議に参加している

方同士で、所属する団体にお互いの活動を伝えていくことで、それぞれ

の団体を介して口コミで伝えいくことができるのではないかと思う。こ

の会議でも、人から誘われたり、口コミが有効であるという意見がよく

出るので、まずはこの会議の中からつながりを広げていけたら良いと思

う。  

・中学生との連携は良い取り組みだと思う。イベントのチラシに「育ちあ

うまちづくり」と題して、「吉川中学校３年生が社会の授業の中で乳幼児

保護者へのヒアリングをもとに、対応策や自分達もできることを考え、

地域の大人がサポートして企画化したイベント」とあるが、学校とはど

のように連携したか。 

・吉川中学校の授業で、乳幼児保護者の困っていることを中学生が直接聞

き、それを元に中学生が、こういうものがあったら良いというアイデア

を考えた。子育てネットワークで実際に取り組んでいることもあったた
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能登委員 

強矢委員 

 

能登委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙田委員長 

 

 

能登委員 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松村委員 

 

鈴木副委員長 

め、連携事業として企画した。 

・中学校の授業の申し出がきっかけになったということか。 

・吉川中学校の先生から、地域とそのような授業をやりたいという相談が

あり、実現したものである。 

・学校の授業でありながら、地域の方々との交流があって、理想的だと思

う。今回は吉川中学校の授業が発端となったみたいだが、例えば、教育

委員会から校長先生方に、こういう事業をやりたいとアプローチしても

良いだろう。学校も課題が多いので無理をさせることはできないが、こ

の事例のように子ども達が大人の中で活動するような企画ができれば、

将来的に社会教育を担い、盛り上げる大人に育っていくのではないかと

思う。 

・大人から子どもに教えることが多いが、 発想の転換で、社会の中でも子

どもから教わる場があれば、高齢者が行ってみようとなるかもしれない。 

・色々な立場の人が集まって、意見や感想を出し合う中で、初めて何かが

生まれる。集まっても何も出ないかもしれないが、集まらない限りは何

も生まれない。  

・集まって大人から子どもへの質問や、子どもから大人に言いたいことを

言える場を作り、それがきっかけとなって、こうしたことが生まれるか

もしれない。  

・先ほどの生涯学習担当や公民館の事業計画を見ていると、幼児期の子ど

もに向けた事業が盛んで素晴らしいし、これを膨らませていくことは、

将来を見通してとても大切なことだと思うが、大きく膨らんだものが小

学校や中学校ぐらいで萎んでしまう。事業計画を見ても青少年を対象と

した事業がない。その理由を考えると、人が集まらないからだろう。行

政がやる以上、費用対効果の兼ね合いで事業が展開できないことは理解

する。一方で、地域では自治会が縮小し、グラウンドゴルフに人は集ま

らなくなり、役員もいない。長寿会も継続できなくなっている。小中学

校はまだ良いが、上に行くほど活動が萎んでしまっている。ここに風穴

を開けられることできれば素敵だと思う。年齢が上がるに従って、受験

があったり、色々な要素があるのだと思うが、そこを充実させていかな

ければ、吉川市の社会教育は盛り上がらないと思う。この層を対象に、

やってみようと思える具体策が出せれば、テーマになるし今後盛り上が

ってくるのかなと思う。 

・中学校の部活の地域展開という話があるが、中学生が地域社会の中で活

動するきっかけになるのではないかと考えている。 

・考え方としては素晴らしいが、まだ模索中でこれからという印象である。  
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 松村委員 

髙田委員長 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

 

 

 

強矢委員 

 

 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・部活動の地域展開について、文化連盟には何か話があるか。 

・話はあるが、まだ具体的な対応については見えていない状況である。 

・吉川美南高校の茶道部の生徒が、高校卒業後に茶道協会で活動している

実績もあるので、将来的に上手くつながっていきたいと期待はしている。 

・費用をかけても効果が出るか分からないが、生涯学習担当と公民館の事

業の中で、若者をどう育てるかということが、一つの大きなポイントだ

と思う。小中学校までは盛り上がっているが、その上の段階の青少年を

どう育てていくかと考えると、きっかけが必要で、そこは行政が主導し

ていくしかないと思う。色々な事業を計画しても、最初は人が集まらな

いかもしれないが、大切な事業であれば、初めのうちは人が来なくても

続けていくという考え方も必要だろう。 

・高校生になってから急に地域の活動に巻き込もうとしても、それでは遅

いと感じる。自分の団体の活動では、小中学校のときに参加してきた子

が、高校生になってリーダーとして戻ってきてくれているという現実が

あるので、小中学校から盛り上げていかないと、青少年にはつながって

いかない。 

・それをつなげていくため、行政を中心に計画して実施していけば、小中

学校でやってきた色々な活動が、今度は生涯学習や公民館の事業で生か

される場が確保される。事業の中に位置づけられていれば、多少増える

可能性はある。民間で活動している方が中心になって計画して実施する

ことは難しいと思うので、これはある程度、行政が引っ張っていかなけ

ればいけないと思う。 

・子どもや若者の力を行政やまちづくりに生かしていく取り組みは、近年

注目されており、吉川市でも若者会議という取り組みを５年程前から始

めている。色々な行政課題について、若者の意見を取り入れようという

ことで、市の一番大きな総合振興計画という計画作りにも参加していた

だいた。 ただ、子どもや若者の力を活用していくことは難しい面もあり、

小学校や中学校で教育を受けて、社会に一歩踏み出した高校生や大学生

は、次の大きな社会の中で活躍し始めているため、地域に引き戻すこと

は難しい。ただ、地域づくりに興味を持ってもらうことは大事で、興味

を持ってもらうことは間違いなくプラスになる。先ほどのように、高校

生が卒業後も、吉川市で活躍するという機会も増えてきているので、バ

ランスは非常に難しいと思う。  

・事務局が用意した資料では「学習コンテンツにつなげる・つながる仕組

みづくり」で記載しているが、「つなげる・つながる」というのは、人や

地域とつなげていくということで、何も学習コンテンツにつなげなくて
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鈴木副委員長 

 

 

 

 

能登委員 

 

 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

 

 

髙田委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

松村委員 

 

 

 

 

も良いのではないかと、様々なご意見を伺って思ったところである。学

ぶ場を作るとか、学ぶものとつなげるというところも、何か固めてしま

っている感じで、もっと緩やかに「集まる」を作るというような取り組

みが、求められているように感じる。いただいたご意見の中で、「つなが

る」というところで、新しくつながっていくことに、次の展開が見えて

くるのではないかと思ったところである。 

・確かに、高校生や２０歳前後の若者達が育っているということは成人式

で感じる。成人式の実行委員になりたいという人が、前よりも増えてき

たという感覚を持っているので、そういう若者を大事にして、育ててい

くような、やる気のある若者同士がつながれるような場があると良いと

思う。こちらが悲観しなくても、やる気のある若者はいるのだろう。  

・事務局が言うように、高校生あるいは高校を卒業した方は吉川市の外で

活躍しているのだと思う。スポーツで頑張っている人や、何かで頑張っ

てる人、あるいは卒業して就職した社会人等、そういう方々が持ってい

るものを教えたいという場を作り、お互いに話を聞き合うような交流の

場があると面白い。  

・結局、それぞれ一生懸命やっているが、そこでお終いになってしまって

いる感じがする。いつも連携ということが言われるが、その人達が一堂

に会さなくても、集まってつながれるような場があれば、広がっていく

可能性が出てくるのかなと思う。一生懸命やっている人が集まれるよう

な場が具体的にできたら素晴らしいと思う。それを誰がやるかと言えば、

初めは行政しかないと思う。  

・会社をリタイアして随分経つが、昔はＳＮＳもなく、ダイレクトメール

を活用していたが、ダイレクトメールを配布して１％の効果があれば良

い方だとよく言われた。先ほどから、集まったら何か出てくるだろうと

言っているが。２０の集まりができて、全てに結果が出ると思ってはい

けないが、何か１つ結果を出すにしても、集まることをしなければ、そ

のきっかけもないのかなと思う。例えば小学校や中学校からスポーツや

文化活動をやってきて、そういった子達が大人になってからも必ず続い

ているということはないと思うが、何かの拍子に昔に回帰してつながっ

てくれば良いのではないかと思う。 

・行政に期待するところは大きいと思うが、行政に期待して作るものと、

市民の間で出てきた小さな芽を、行政がバックアップして育てるという

両方が必要だと思う。行政が中心になってやるべきことと、市民の中か

ら出てきたものをバックアップするという２つを上手く組み合わせてや

っていけば良いのかなと思う。 
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髙田委員長 
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松村委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

松村委員 

事務局

・１つのキーワードとして、「つながる」というものが出てきた。これをう

まく生かせると良いと思う。堅苦しく学習というものではなくても、と

りあえず集まってワイワイするということでも良いのかなと思う。 

・事務局は次回に向けて取りまとめができそうか。 

・前回の会議の中で、つながりたくないという方もいるかもしれないとい

うご意見があった。その前の「集まる」というところ、ここを重要視し

ていくことも良いのかなと思う。スタートは「始まる」「集まる」「行っ

てみたいと思える」という視点で、楽しそうなところに集まっていくと

いうような、緩やかなイメージを念頭に置きながらテーマを精査させて

いただければと思う。  

・あとは事務局にまとめてもらうということで宜しいか。 

～全員賛成～ 

それでは意見を踏まえて、まとめてをお願いする。 

 

４　その他 

・次回は次年度の７月頃の開催を予定している。  

・１月の東部地区社会教育関係委員・職員研修会はどのような内容であっ

たか。 

・研修会の構成は、第１部が久喜市・白岡市の事例発表、第２部が国立教

育政策研究所による講演であった。久喜市からは社会教育委員の自主的

な活動の事例、白岡市からは町ぐるみん白岡という社会教育団体や地元

企業の連合組織の取り組みが、それぞれ紹介された。第２部では国立教

育政策研究所から招いた講師により、国の生涯学習分科会における議論

を踏まえた、社会教育の役割についての講演であった。 

・次回は参加したいと思うが、また案内をいただけるか。 

・来年も１月頃に開催されるので、そのタイミングでご案内する。 

 

５　閉会 

　鈴木副委員長挨拶 

 　以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

　　　令和８年３月１２日 

　　　 

署名委員　石井　亮英（自署）　　　署名委員　石垣　隆（自署） 


